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はじめに

　シ バ ナ 科 Juncaginaceae は ヒ ル ム シ ロ 科

Potamogetonaceaeに近い仲間で，世界に４属２０種あ

り，日本にはシバナ属TriglochinのシバナTriglochin 

maritimum L.とホソバノシバナT. palustre L.の２種が

ある。シバナは塩水湿地に生えるが，ホソバノシバ

ナは淡水の湿地や沼の縁に生える多年生の単子葉植

物である。ホソバノシバナの葉は細く，長さ１０‐２５

㎝，幅約１㎜で，花期は７-８月。花茎は１５‐３５㎝で

ある。北海道と，本州の北部と中部の高地に産し，

広く北半球の温帯～亜寒帯に分布する（山下 １９８２）。

　日本でホソバノシバナの生育が確認されているの

は，北海道，青森県，岩手県，秋田県，福島県，群

馬県の６道県のみで，「環境省（旧環境庁）版レッド

データブック」（環境省編 ２０００）で，絶滅危惧Ⅱ類

に分類されている。長野県に最も近い産地は，群馬

県尾瀬ヶ原（群馬県 １９８７）で，長野県は分布の西南

限にあたる。長野県では飯綱原（矢澤 １９０４），霊仙

寺山（矢澤 １９０５），戸隠村戸隠山越水ヶ原（奥山 

１９５４）から記録があった。しかし，以後，観察や標

本の記録がなく（清水編 １９９７），特に標本としてそ

の存在も確認できない。これらのことから，「長野

県版レッドデータブック維管束植物編」（長野県 

２００２）では，絶滅種（すでに絶滅したと考えられる

種）とされた。

　長野県自然保護研究所友の会会員で牟礼村在住の

橋本君江氏から，牟礼村飯綱東高原の湿地に見慣れ

ない植物があると連絡があり，２００３年８月８日に現

地を調査したところ，ホソバノシバナであることが

確認された。ここでは，絶滅したとされた植物の自

生確認とその生育状況を報告する。

自生の確認と生育状況

　２００３年８月８日，牟礼村飯綱東高原において，ホ

ソバノシバナの自生を確認した。証拠標本：ホソバ

ノシバナ,　長野県牟礼村飯綱東高原（大塚孝一・尾

関雅章s.n., ２００３年８月８日，NAC図１，SHIN５５４００）。

　生育地では，湿地の水面近く（図２）やヨシ原の

周囲（図３）に生えている。生育地は，２ヶ所（湿地

とヨシ原の周囲）で，各々から約３０ｍ離れてあった。

生育状況について，各々のおよその生育範囲と生育

個体数は，約１ｍ×３ｍに９５個体と約１ｍ×７ｍに

約３５０個体で，合計約４４５個体であった。そのうち花

茎を持つ個体は，各 ３々２個体（３３.７％）と８８個体

（２５.１％）で，合計１２０個体（２７％）であった。小さ

な個体も多数あり繁殖している様子がうかがえた。

おわりに

　ホソバノシバナは，「長野県版レッドデータブッ

ク維管束植物編」で絶滅種として扱われたが，今後

は絶滅危惧種に相当する植物となる。長野県内で確

認されている自生地は，牟礼村飯綱東高原の１ヶ所

のみであるため，採取や踏み付けによる絶滅が心配

される。現在は，踏み付けされないよう一部囲いが

施されている。

　また，平成１５年３月に「長野県希少野生動植物保

護条例」が制定された。ホソバノシバナはこの条例

に規定される「指定希少野生動植物」に指定された
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〈資料〉

　近年，観察や標本の記録がなく，「長野県版レッドデータブック―維管束植物編」で絶滅種とされた多年生で単子葉

植物のホソバノシバナの自生が，長野県北部の牟礼村内の湿地において，２００３年８月に確認された。生育地は，２ヶ所が

約３０ｍ離れてあり，各々約９５個体と約３５０個体が小面積に生えていた。

キーワード：ホソバノシバナ，シバナ科，絶滅危惧，牟礼村，長野県

長野県北部牟礼村で自生が確認されたホソバノシバナ（シバナ科）

大塚孝一*・尾関雅章*

 * 長野県自然保護研究所　〒３８１‐００７５　長野市北郷２０５４‐１２０



４２

図１　ホソバノシバナの標本

図２　湿地の生育状況

図３　ヨシ原周辺の生育状況



５２種類に含まれている（長野県 ２００４）。

　最後に，この植物を発見し連絡をくださった橋本

君江氏に感謝の意を表します。
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Triglochin palustre L.(Juncaginaceae) found from Mure Village, northern 

Nagano Prefecture

Koichi OTSUKA* and Masaaki OZEKI*

 * Nagano Nature Conservation Research Institute, 2054‐120 Kitago Nagano, 381‐0075 Japan
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